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（１）教育課程表 大学院学則 別表（１） 

部類 コース 授業科目 
単 
位 
数 

毎週授業時間数 
備 考 １年次 ２年次 

１ ２ ３ ４ 

［１］ 
講義 

コ
ー
ス
共
通 

ベンチャービジネス特論 １ １ ＜１＞   集中 
経済学特論 １ １ ＜１＞   集中 
地球環境科学特論 １ １ ＜１＞   集中 
外国文化特論 １ １ ＜１＞   集中 
情報社会倫理特論 ２  ２    
情報学特別講義Ⅰ １ １ ＜１＞   集中 
情報学特別講義Ⅱ １   １ ＜１＞ 集中 

情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス 

コンピュータシステム特論 ２  ２    
コンピュータビジョン特論 ２ ２     
情報統計学特論 ２ ２     
センシングシステム特論 ２  ２    
知識情報処理特論 ２ ２     
音声音楽情報処理特論 ２  ２    
システムプログラミング特論 ２  ２    
情報ネットワーク特論 ２ ２     
制御システム特論 ２  ２    
データ工学特論 
数値シミュレーション特論 
情報セキュリティ特論 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
 

 
 
２ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

情
報
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

映像製作特論 ２ ２     
コンピュータグラフィックス特論 ２ ２     
コンピュータミュージック制作特論 ２ ２     
デジタルイメージ特論 ２ ２     
インダストリアルデザイン特論 ２  ２    
視覚表現特論 ２  ２    
製品開発特論 ２  ２    
コミュニケーションデザイン特論 ２  ２    

経
営
情
報 

コ
ー
ス 

経営学特論 ２ ２     
社会科学特論 ２ ２     
経営組織特論 ２  ２    
経営戦略特論 ２  ２    

［２］ 
演習 

コ
ー
ス
共
通 

情報学特別演習Ⅰ ２ ２     

情報学特別演習Ⅱ ２  ２    

情報学特別演習Ⅲ ２   ２   

情報学特別演習Ⅳ ２    ２  

［３］ 
研究 

情報学特別研究Ⅰ 1.5 ◎     

情報学特別研究Ⅱ 1.5  ◎    

情報学特別研究Ⅲ 1.5   ◎   

情報学特別研究Ⅳ 1.5    ◎  

学外研修 ２ ◎ ＜◎＞    

 
 
 
 
 
 



（２）教育内容 

近年、情報科学および情報通信技術は飛躍的に発展し、社会の情報化を大きく前進させた。ネット

ワーク化された様々なコンピュータシステムやソフトウェアは、生産活動はもとより、流通・販売、

文化・芸術、医療・福祉、生活環境を含む多種多様な分野において、大きな変革をもたらしている。

こうした社会的な情勢における多様な要請に応えるため、情報システムコース、情報デザインコース、

経営情報コースの３コースを設けて、多面的な教育・研究を展開する。情報システムコースでは、コ

ンピュータとネットワークの基本原理と先進技術を習得し、情報システムを開発・運用することがで

きる人材を育成するために、教育・研究を行う。情報デザインコースでは、コンピュータ技術と芸術

的な能力を活かして、情報コンテンツの質的向上ならびに量的拡大を図っていくことができる人材を

育成するために、教育・研究を行う。経営情報コースでは、経営と情報の知識を活かして、社会や経

済・経営における様々な問題に対して解決方法を見出していくことができる人材を育成するために、

教育・研究を行う。 

授業科目は、講義・演習・研究に分類される。講義は、少人数の参加型授業形式である特論として

実施される。講義には、コース共通の特論とコース固有の特論がある。コース共通の特論には、大学

院共通の特論と本専攻固有の特論がある。後者として、「情報社会倫理特論」、「情報学特別講義Ⅰ」、

「情報学特別講義Ⅱ」が設けられている。 

「情報学特別演習（Ⅰ～Ⅳ）」では、「特別研究（Ⅰ～Ⅳ）」を見据えて、研究指導担当教員が、

各分野の専門書・論文あるいは実例を教材とした演習をマンツーマン形式で実践する。「特別研究（Ⅰ

～Ⅳ）」では、特色ある研究テーマを設定し、課題を発見し、それに対する解決策を見出し、実践し

ていくまでの全過程において、大学院生の自発性・主体性を拠りどころとして、研究指導担当教員が

個人指導を行う。学期毎に研究の進捗を確認しながら、学内外での研究発表を通して、論理的思考能

力を養うとともに、文章作成とプレゼンテーションに係る表現能力を育成する。 
情報学専攻に所属する者は、情報システムコース、情報デザインコース、経営情報コースのいずれ

かのコースを履修しなければならない。以下は、各コースの教育内容である。 

① 情報システムコース 
コンピュータのハードウェアとソフトウェアを中心に、情報ネットワークの構成法までを含むコン

ピュータシステムならびにコンピューティングの基礎から応用・実践にいたる教育・研究を行う。具

体的には、ディジタル信号処理・制御理論などを始めとする数理的技法、音声・音楽を含む音響情報

処理、画像・映像に対するマルチメディア情報処理、人工知能やコンピュータビジョンなどの応用・

学際的な情報処理、大規模データ処理やヒューマンインタフェースなどに取り組む。 
② 情報デザインコース 

コンピュータを駆使して作り出されるグラフィックス、サウンド、映像などの芸術表現、人と住空

間を繋ぐために展開されるプロダクトデザイン、社会あるいは企業環境におけるメディアの役割など、

基礎から応用・実践にいたる系統的な学習と制作に取り組む。これらを通して、デザインに関わる感

性を養うと共に、クオリティの高い情報コンテンツの制作、製品のデザイン、情報戦略の企画などに

必要となる創造的な能力の獲得に向けて教育・研究を行う。 

③ 経営情報コース 
情報分野の知識と技術に基づく数量的・実証的アプローチを重視し、経営学の学術的理論と実用的

な技法、実践的かつ創造的な問題解決の方法論に関する学習を行う。また、データ活用による経営改

善、地域経済の活性化方法、環境情報活用による環境保全・環境創造、物流システムを通した企業運

営や社会システムの改善に関する教育・研究に取り組む。これらを通して、社会や経済・経営におけ

る様々な問題に対する現実的な解決能力の獲得に向けて教育・研究を進める。 



（３）履修上の心得 

情報学専攻における修了要件として、講義 12 単位以上、演習 8 単位以上、研究 6 単位以上であ

り、かつ合計 30 単位以上の修得が課せられる。修了要件の修得単位には、他大学院からの修得単位、

入学前修得単位の中から、合計 20単位を超えない修得単位を含めることができる。また、修了要件

の修得単位に、工学研究科の専攻ならびに他コースの授業科目の修得単位を 6 単位、同一専攻内の

他コースの授業科目の修得単位を 4 単位まで含めることができる。ただし、他専攻・他コースの授

業科目について修得した単位数は、他大学院からの修得単位及び入学前修得単位とあわせて 10 単位

を超えないものとする。 

1 単位科目の講義及び演習に対しては、授業時間内の学修 15 時間（毎週 1 時間）、授業時間外の

学修 30 時間（毎週 2 時間）を必要とする内容で構成される。また、2単位科目の講義及び演習に対

しては、授業時間内の学修 30 時間（毎週 2 時間）、授業時間外の学修 60 時間（毎週 4 時間）を必

要とする内容で構成される。この点も踏まえて、授業科目の履修にあたっては、研究指導担当教員

と十分に相談の上、将来の進路を見据えた有意義かつ体系的な履修計画を立案する。 

 
 

 
 

 



担当教員一覧 
 

１．修士課程 

 

情報学専攻 
朝 倉  宏 一 教  授  藤  井   浩  明  教  授  

井 上  大  介  教  授  舟 橋  慶 祐 教  授  

上 岡  和 弘 教  授  不 破  勝 彦 教  授  

岡 田  心 教  授  松 木  孝 文 教  授  

荻 野  正 雄 教  授  宮 島  千代美 教  授  

君 山  博 之 教  授  湯 田  高 志 教  授  

桑 野  茂 教  授  押 山  晶 子 准教授  

小 島  一 宏 教  授  喜 田  健 司 准教授  

竹 内  義 則 教  授  原 田  昌 明 准教授  

柘 植  覚 教  授  山 﨑  一 德 准教授  

冨 永  慎 一 教  授  芋 野  美紗子 講  師  

中 村  裕 哲 教  授   
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